
こ
の
助
成
は
、
雨
水
貯
留
タ
ン

ク
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
雨

水
の
流
出
抑
制
お
よ
び
有
効
利
用

を
図
り
、
良
好
な
水
循
環
型
社
会

の
創
造
と
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
平
成

25
年
度
よ
り
助
成
制
度
を
行
い
、

現
在
、
２
４
３
か
所
に
設
置
さ
れ
、

総
容
量
は
約
43
㎥
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

雨
水
貯
留
タ
ン
ク
と
は
、
屋
根

に
降
っ
た
雨
を
雨
ど
い
か
ら
集
め
、

貯
め
て
お
く
タ
ン
ク
の
こ
と
を
い

い
ま
す
。
タ
ン
ク
を
設
置
す
る
こ

と
で
、
降
雨
に
よ
る
浸
水
被
害
の

軽
減
や
散
水
な
ど
の
有
効
利
用
、

ま
た
災
害
時
の
雑
用
水
と
し
て
も

利
用
で
き
ま
す
。

ま
た
、
雨
水
の
流
出
抑
制
を
図

る
た
め
、
雨
が
降
る
と
予
想
さ
れ

る
と
き
に
は
、
前
も
っ
て
タ
ン
ク

を
空
に
し
て
、
た
く
さ
ん
の
雨
が

貯
め
ら
れ
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

助
成
で
き
る
件
数
に
は
限
り
が

あ
る
た
め
、
受
付
期
間
内
に
申
し

込
ま
れ
た
方
の
中
か
ら
抽
選
に
よ

り
助
成
対
象
者
を
決
定
い
た
し
ま

す
。詳

し
く
は
、
給
排
水
設
備
課

☎
７
４
０-

１
２
２
１
へ
。

地
震
や
豪
雨
な
ど
の
災
害
や
漏
水
事
故
で
甚

大
な
被
害
を
受
け
た
場
合
に
、
迅
速
な
復
旧
・

給
水
活
動
に
つ
な
げ
る
た
め
、「
災
害
時
に
お

け
る
応
急
措
置
等
の
協
力
に
関
す
る
協
定
」を
、

４
月
19
日
に
締
結
し
ま
し
た
。

同
協
定
に
は
、
給
水
拠
点
で
の
給
水
活
動
や

応
急
給
水
活
動
、
地
震
等
で
破
損
し
た
給
水
管

の
修
繕
、
お
知
ら
せ
の
各
戸
配
布
な
ど
を
行
う

広
報
活
動
及
び
災
害
情
報
提
供
な
ど
の
業
務
が

盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

協
定
を
締
結
す
る
こ
と
で
、
災
害
時
の
迅
速

な
応
急
措
置
や
断
水
地
域
で
よ
り
多
く
の
住
民

に
飲
料
水
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、

災
害
時
の
体
制
強
化
を
図
り
ま
す
。

み
ん
な
の
力
を
結
集
し
て

浸
水
被
害
を
防
ご
う

官
民
連
携
で
応
急
給
水

な
ど
の
体
制
を
強
化

株式会社川西水道サービスと災害時協力協定を締結

写真右から㈱川西水道サービス冨永代表取締役、
米田上下水道事業管理者

 今年も雨水貯留タンク設置費を助成します

受付期間 6月20日㈭～7月５日㈮午前９時～午後５時30分（土・日曜
日、祝日を除く）

受付場所 上下水道局給排水設備課（市役所３階11番窓口）

助成件数 50件（受付期間内に50件に満たない場合は、7月８日㈪以
降順次受け付けし、50件になり次第締め切ります）

助成金額 購入および設置費用の２分の１以内で限度額は３万円

助成対象
（概 要）

①�令和元年６月20日現在、川西市内の戸建て住宅に自ら居
住していること

②�雨水貯留タンクの容量が100ℓ以上であること
③�借地または借家については、所有者の承諾を得ていること
④�７年以上適切に維持管理ができること

そ の 他

①受付時に助成要件に該当するか確認し、受付票を発行し
ますので、来庁が必要となります

②同一住宅に対する助成金の交付は１回限りです
③既に設置されているタンクは助成の対象外となります
④抽選結果は全員にハガキで通知します
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